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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· スタッフオフィスキーの調整・配布の為、キーボックスの位置が若干ずれます。出勤の際は間違えないようにお願いします。

＜患者様連絡事項＞

· 袴田　将司様～臨時薬（ハルラック）２Ｔ　７回分処方となっています。
　　　　　　　夜間の睡眠を観察していきましょう。

· 中島　純子様～風邪症状続いている為、総合感冒薬（ＰＬ）５日分　処方となっていま
　　　　　　　す。身体症状の観察をしていきましょう。

· 菅井　浩子様～服薬拒否がある事を主治医へ報告し、
　　　　　　　　①薬服用しない時はそのまま様子観察　
　　　　　　　　②不穏時リントン（5）筋注　
　　　　　　　の予測指示でています。

＜患者様情報＞

· 種市　久子様～昨日より作業導入となっています。移動への拒否はありません。

本人刺繍を希望しているが、まだ材料が揃っていないことから本日は塗り絵を行っています。集中し1時間弱取り組まれており、物を持ち帰ることもなく、帰棟もスムーズだったとのこと。

本日児童相談所スタッフ（小渡様、山崎様）来院し、本人様の病状確認と、娘様の高等部への進学書類へのサインを行っています。書類へのサインは拒否無くスムーズだが、「退院させて下さい。子供を役場の中村さんに人質にとられました。退院して子供と3人で暮らします。」と話すことあり。

保清や服薬の必要性を伝えるが「大丈夫です。もう元気だし、先生もSWも退院して良いと言っていました。」と理解の乏しさ見られています。

今後児童相談所スタッフがいらした際の面会は、主治医より可との指示がでてます。

· 菅井　浩子様～日中食事・服薬への拒否見られています。作業・活動へは顔出しは出来

ているものの参加は出来ていません。洗面等の日課は自主的に行っています。

本日「退院したい」と話し、オートドア前に立っていることあり。病状の変化に注意しながら、所在確認を行っていきましょう。

＜レク活動評価検討＞

· 現在行っているプログラムについて、進行等については意見はありません。

プログラム中や、開始時他病棟患者様が西病棟のトイレを使用することが増えてきていることに比例し、トイレットペーパーの減りが早くなっていることついて意見が出ています。

　　→以前各病棟でトイレットペーパーを持参し、トイレを使用して頂いていたが今は行っていない。持参すること、移動前にトイレを済ませてくることを再度徹底していただきたい。

＜ユニットケア基準検討＞

· 現在は変わりなし　→　担当スタッフは30日の集まりで報告をお願いします。

＜退院療養検討会＞

磯島　幸枝様

　　主治医：川端Dr

　　主病名：神経症

　　合併症：アルコール依存症、気管支喘息

　　入院日：平成21年12月3日

　　退院予定日：平成22年2月3日

　　初外来：平成22年2月10日　11:00（予約済み）

· 本人の意向と治療意思

訪問看護・生活支援センター（青明舎）を利用し自宅で生活。訪問看護は1回／週

を希望。

· 家族の意向と受け入れ態勢

市内に姉は居るようだが本人とは関わりたくないと関わりを拒否されていらい居住地、連絡先は不明。

　　　退院後は生活保護を受給しながらアパートで単身生活となる。

　　　八戸市福祉事務所　担当：木村氏

· 利用出来る社会資源　

　　　地域生活支援センター（青明舎）登録中、訪問看護

· 日常生活レベルでの援助の必要性

　　　ADLは自立。対人関係でのストレスが原因で飲酒する可能性や睡眠不安定、食欲不振、憂鬱缶が出現する可能性あり。

· 社会生活上の問題点

　　　生活保護を受給しながらアパートでの単身生活となる。自宅への引きこもりを防ぐ為にも訪問看護や生活支援センターの利用を行っていくことが良いと考えられる。

· 服薬の認識

　　　必要性は理解できている。

· 期待されるゴール

　　　自宅で精神的に安定した生活が送れる。

· 今後必要とされるリハビリテーション

　　　定期的な外来通院、生活支援センターの利用、訪問看護

· 退院可能時期及び退院に必要とされる条件

　　　体調の回復、自宅のライフライン等の生活基盤の再開。

· 継続すべき検討事項及び特記事項

　　　気管支喘息で日赤病院呼吸器科への通院を行っている。最終受診は入院中のH21年12月28日。次回受診はH22年3月25日。

　　　

　OTより：趣味を持っている方であり、家でも手芸を行っていたとのこと。実際に作業中

も作品を作成しており出来る方。　退院後も続けていければ良いが、取り組める環境でなければ行わない可能性あり。今後について退院までに話し合っていく予定。

　訪問看護より：入院前は火曜日の訪問だったとのこと。今後どうしていくかは病棟側で確認予定。

　　　　　　　　以前は仲の良い方の悩みを聞いており、自分が悩みを話したら相手に「具合が悪くなった」と言われて落ち込み、飲酒してしまった経緯あり。

　　　　　　　　人との関わりの際、距離をとって接していくよう伝えていくとのこと。

